
まずはソフトトップの点検。やはリスインチだけじやなく

て、フレームのアライメント自体もら王っていました。そ

のまま電動で吏い続けていたら、幌骨が破損してもヽ

たかもしれないとのこと。しかし、今回ここに関しては

あえて修理しないことにしました。その理由に関して

は 次号で明かすことができるかな?
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:まずはレリーズシリンダーの点検。我が家の84年モ

:デルはまだワイヤー式ですが、930の 途中、87年モ

:デル以降は油圧式のクランチになりました。やはり

:油圧式になってからの方が癖がなく操作しやすいと

:い う意見が多いですね。こうやって目視で確認する

:かぎり、液漏れ等は発生していませんね.

やってきましたシミズテクニカルファクトリー。この企画が始まって以来、初めてのボルシェ専門店言方間とな|り ま

した。別に清水さんは空冷エンジン搭載車専門という看板を揚けているワケじゃありませんが、普段入庫して

いるクルマはほぼ100%、 993以前の空冷の911に よって占められています。今回はたまたまもう一台、別の

964が 入庫していたこともあり、色々と見上ヒベることができました。実はこの赤い964、 すでに走行星巨離が25

万kmオーバ (つまリカプリオレのオドメーター上の数字の軽く2倍以上)ということになっているはずなのです

力ヽ こうやって並べてみると、はる力ヽこ程度が良いことが良く分力■ります。メンテの違いなのかな?

懸念だつたボロボロヘロヘロのシート、

格安で仕上がりばつちりというシートカバーの発見で、

見事新車の輝きを取り戻した964カプリオレ。

今月はこれまた懸念材料だつた異様に重いクラッチと

開かずの扉と化していた電動ホロの状態をチェック。

ついでに調子が悪くなつてきたエアコンも見てもらう。

それにしても次から次へと壊れてくれます。
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というわけで、お次はクラッチ。試しに踏んでみた清

水さん曰く、「これは、かなリキテますねJ。 根本的に

はクラ,チ自体をオーバーホールしな0｀となりません

が、油圧系を換えるだけでも結構改善されることが

あるということなので、今回はとりあえずそれを試して

みることにしました。どうせ,肖末毛品ですからね。

まずはクランチ液を抜きます。他の多くのクルマと同

じように、964の 場合もブレーキ液とクランチ液は同

じものを使用しており、リザーバニタンクの中を仕切

つて使い分けています。抜いたクラッチ液を見たら

中々凄い色になってました。もしかしたら、今までに

一度も交換したことがないのかも知れません。
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ポルシェ%4のレリーズ

シリンダーは、ミンシヨン

の左側上部というちょっ

と見難い場所に取り付

けられてヽ ます。そのため

もあってか、清水さんの

工場に初めて入庫する

クルマの中には、それま

でに一度も交換したこと

がないのでは? といっ

たクルマが少なくないと

のこと。石雀力ヽこブレーキ

と違い、余り意識しなしヽ

部品力も知れません。

上が今回外したレリーズ

シリンダー、下が新品の

レリースシリンダー。構

的には油圧クラノチとい

ういい方をするものの

実際にここに使用され

ているのはオイルじゃなく

てブレーキ液。つまリア

ルコール系の液体なの

で吸駐性があります。無

交換で長年使用し続け

ると、水分で内音
『

司腐食

が発生したり、動きが渋

くなった|,します。

:クランチマスターをベダルアッセンプリーに取り付け

:た状態。競技用の車両などで、べ勢 レの後にブレー

:キマスターを2イ固とクランチマスターを装着している

:車両があ
'り

ますが、イ可となくそんなレ=シーな雰囲気

1ですね(笑 )。 しかし、取り付けると卜=ボードの裏側

:に隠れて見えなくなってしまいます。

ぺ勢 レ類の動きを確認する清水さん。930等とはヘ

ル′‐ スプルグの配置ひとつとっても大きく異な
',ま

す。今回の取材をするまで知らなかうたのですがt

964ではこういうた場所為 樹脂製ヽ―ヽ ツが色々

使われていたので驚きました
`も

ちろん強度的には間

題はいでしわ し折れたとしう話もききません。  |

クランチのマスターシリンダーごと、ベタ レアッセンフ

リーを取り外します。中にはベダルを搭載したままで

交換する方もいるそうですが、その場合にはクラッチ

のフイプを大きく曲げないと駄目とのこと。清水さん

の場合は、多少遠回lllこ なっても、そういう部分にダ

メーシそ与えないで交換する方法を選撻 す。

:レリーズシリンダーのホースの付け根、液漏れこそな

:か ったものの、このようにかなり傷んでいました。通

:常、このホースはレリーズシリンダーを交換するとき

:に一緒に交換するそうです。964の 場合、クランチ

:隆諄郵鵬 麗醤群:。
彎

:

鰤

せっかくの機会なので、ペダルの各部にも給脂して

おくことにしました。今回使用しているウルトのスル

=は、吹き付けたときは流動性の高い液体で、時間

が経つとグリースのように変化するというもの。ケミ

カル関係の進歩は本当に凄いと思いますoしかし、

清水さんも私もエンジンオイル添加剤は大嫌い。

ペタ レアッセンフリーからクランチマスターを取リタトし

ます。外してみても、ギリギリのスペースに無理矢理

押し込まれているかのような印象ですね。こういう構

造を見ると、杓 レシェというのは結構色々な所に'後

付け感"が あるクルマだなぁと思ってしまいます。初

期のナローを見ると、本来の姿が良く分か
'り

ます。

レリーズシリンダーの先端を見たら、ご覧のようにブ

ーツが破けていました。あまり例はないでしょうが、異

物が噛み込んだりしたらやっかいですね。余談です

が、今回リフトアップしてみたら、他にボールジョイント

とタイロンド、2箇所のブーツ切れを見付けましたまだ

やらなければならないことが色々ありそうです。

さて、お次はマスターシリンダーの交換です。クラッチ

のマスターシリンダーはこちら、べ勢 レの衝 則、トーボー

ドの影に隠れています。一番右調 に見える縦に組み

込まれているパーツがそれです。ブレーキのマスターと

は違い、直接マスターシンダーをペタルユニットに組

み込んで装着するという構造を採用しています。

マスターシリングー、取り

外し完了。上が今回外

したシリンダーで下が新

品。同じマスターシリンダ

ーではありますカミブレー

キのマスターのようなオ

ーバーホールキットは用

意されていないため、交

換するときにはアンセン

フリーで新品に交換す

石也ありません フレーキ

ほど頻繁に交換するも

のではないので、大した

問題ではあ′りませい 。

っと「こんなもんだろう」って思うでしょうオ、

:「
.


